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A－48 ニンジンの組殯肥学的励光C If ゞ報)－＝ソシカ組鳩雍柘r.3>り;i,pチノ^i.-･とデンフ''>iり･･こー

　　　広島々学叱九短大　0 和筆公農子　広島人学報歌有　9,崎敏晴　望月2 5 氏

　召的　ニ,ﾝｼ一一ﾝtn 力o 今j 4 ﾄﾞ'とデ･,ン-y･yり糾庫学的副難A毬にフ‥乙前報ひほ，べ芦．

２ンゾン. ぶsJ jA-収滴過報中のニングン差用い^，形梅凄化と含^-tの凌化^ヽら灘財s- み

乙たい乱ろ目諺き今回･aニシシ≒ン,の組堆感養によリ，カルスを形応：レ，カロチノA *-'■と

ダンプ･ンり且繊営的関直栓についZ涜討ゑみごしr々)Z~報告T う．

　方涛阪急こンゾンを中性主剤ご恚丿，紀りzアン子本iレぐン波2ヽ瀋面を簑函レ．弐料

の基部£政之. 滅函しf; コIレク木ヽ－ラーを岡目Z形戌層を中心ヽに切断レ　これを*長促蒸

物噴£加・,に銀尺適地i: み5 . こ7 °cエノ七<n 濤刄z培纂レな・　／日ふに取<) ib.レ, 津柿

切片を作況レ漉雇に伏t. μ■ あわぞ-乙互ゑ聚も子顕戦葛匯參i 拓こrj ・re .

　肺果　班養開始時j: 0 ，Z B 召a z.は力．千ン癩布(--S: 込はみうれrみヽ-> re バ，培養3

& 目/i>＼-J,,カa 千／冷涛I-'

ブン粒が次算に鮮mに廸出丿爪ろこ．icが認あうれTこ■

形戌腸ヵ，らカルス怒痍が畦長t ■^に軋口分裂しzt岡胞かこ小知ので"ンフ･y粒が認められた，

tilレス組匯の生柔がす乙£-に肩Lヽし細胞肉,ダ)ダンプ･y無心S 回にカaテンが北謳しはじヽめ.

,次茅にﾃ･･ンフッが両夫する傾向が‘岨められし

以ため厳碗牌泉よ') . 力lレス雛戦にsいず･･･,力口寺ン乙ダンプ･／・り醸戮営的関直につ‥Z

はニ> y-y^)家育過桂中り司一列唯句力ヽ冪めワれしz.'･報告r*.

A－49 炒めた3ねき･7)煮熟にょる性状と組織形態の雀化

　　　広､島大今夜放育　　　　　　田　ｵT　咲　μﾆｰ

　目的　黍加面量や加熱晴間を変x.で炒め八n aねぎが、更にそれうを煮鯉い＼ 際の軟化

度々残壇量、加熱岐出､漱の・、色(明A,や夏. 色羞)に及ぼ１彰if を調ぺヽだ。I. た、t

ﾌ)・像にfヽ｀It%組織則旧き｡変化を走.^型r｝顕徽錆小s.り観系し合せｰて方今トだ。

　方浅　一般調痙器ヽ具によゐ炒め陣洙では再現性りあゐ顛果k辱がたいロ)で。h"-カー中

で火力し.0 l/min｡比撹坪条什(4O~5OIS/rain.)を一丸にI T行なっn。試料･よn t ねr (%州

守マ匍) ^ 多肉喋の部分を匿i・揚5 mmに177パtろ5^ . 20 gi丿亘]量とｰIて用いf: 。黍加油量

はたまねS･0) 5~50% をｲ吏用し5~･15 miii.炒めた。走査型電子顕尚鏡用試料は、にま和ぎ片台

中畏仰を1・a tV ')取') . 9ンニン酸を含む2% およJj-'鴎glutaraldehyde庚にて前圃匙の後、

2%OsO^いリ訊も皿5.5 に調整) で咽定I た。ア'レ゜- )レ吐水叫lヽliQ. “2 じて凍ヽ鴎さ-a:て

割断しコ|岳界点､戦燥を行ない. f 1断liiをJSM-P15にょりl県け≒

　結果　炒め操ｲﾔ後のたaねぎの参量ふ漆加油量ｶﾍﾟ侈く,炒め時間の長･ -tのほ､ど痢ヅ

レr--。油量･3. 10 %が査当て-2)か心二万ほ顕着な残油l生じ衣ｶﾍﾞ｀、rこま斜ぎの蒐色むらは油

量の多いほど■ 'Vない・炒めたまねぎ通水ヒ堺に加熱いに嶋合乙り残達量･3ヽ, 油^ヵぺうし炒

め吟開削4い4j ク)ほ､ﾋﾞ才であり. たまねざ漕卵更度いぐい。4 r-加勲渥虻便・皿値も低

い。炒め≒a 似ぎ'の組唄・)変化ふけじめ内条皮倒の､細絶層ク)萎烏ヵヽりh'こり、つぃで外

来副iけぢ対に及川（油量の多い七川5 ど知巳が第い≒/引分けり冶ヒ、外表皮､タトえ

～3 層り巨匁な扁平な聚りB を生じち。これう川方めたaねぎを危､雛けt 嶋合り軟化り'M-

m^^ 考沁うれゐ。




